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0. 報告のねらい

• 日本の大学関係者のInstitutional Research（IR）に
対する関心と期待は依然として高い。特に、学修

成果の把握、教育の質保証、教学マネジメントな
ど、種々の取組が学外から強く求められるに連れ、
多くの大学でIR の活用が模索されている。

• 本報告では、報告者がこれまで取り組んできた日
米両国のIRに関する研究を概観し、「IRの深化とIR
との共創」に関する理解増進の一助としたい。
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1. Institutional Research（IR）とは？

２

IRとは「ある特定の目的に沿って情報を収集し、そ

れらを加工・統合して分析し、計画立案や意思決定を
支援するために展開される活動の総称」として捉える
ことができる（浅野，2016）。

– IRの役割： 意思決定、または改善の支援

– 執行部の役割： 意思決定、または改善

情報収集 統合･分析 計画立案 施行支援



1. Institutional Research（IR）とは？

３

出所： 藤原（2015）、ｐｐ.20-21。



1. Institutional Research（IR）とは？

４

• 「IRとは何か」について、一概には答えられない古
典的な問題である。（Terenzini, 1999）

→IRは多義的な概念であり、米国でも必ずしも一貫

した厳密な定義が存在するわけではない。部署の
構成や業務内容は大学の属性によって異なるう
え、データ収集から戦略策定まで広範にわたる活
動（現在も発展中）である（小林・山田編，2016）。

• 最も広く受け入れられているのは、Fincher（1978）
及びSaupe（1981）の定義。（Howard et.al, 2012，第
2章）



1. Institutional Research（IR）とは？

５

• Fincher（1978）
– Institutional Research as “organizational intelligence”
→収集したデータを分析し情報に変換する組織的な知性

• Terenzini（1999）
– Technical/Analytical Intelligence
→調査設計や統計手法等、調査・分析に要する専門的・分析的な知性

– Issue Intelligence
→組織内の課題、意思決定における重要度等の理解に要する知性

– Contextual Intelligence
→高等教育全般、組織の歴史や文化等の文脈の理解に要する知性



1. Institutional Research（IR）とは？

６

• Saupe（1981）
– Institutional Research as “decision support”
→意思決定を支援するうえで必要な情報を提供するため

に行う調査・研究

具体的には、以下の6つからなる。
• 計画策定の場における特定の問いに応える「応用研究」

• 教育プログラムや組織の自己点検に必要な情報を集める「評価」

• 大学の総括的な情報を扱う「基礎研究」

• 懸念が生じるような状況を見分ける「問題発見」

• 特定の相手と協働しながら研究を進める「アクション・リサーチ」

• 学内の諸方策の分析を行う「政策分析」



2. 米国におけるIRの現状～全体概況１～

７

出所： Swing(2016)、ｐｐ．7。

• IR部署の主な顧客



2. 米国におけるIRの現状～全体概況２～

８

出所： AIR(2016)、ｐｐ．5-6。

• IR部署の体制と主要業務



2. 米国におけるIRの現状～全体概況３～

９

出所： AIR(2016)、ｐｐ．6。

• IR部署の関連業務



3. 日本におけるIRの現状～IR組織、体制等～

項目 H23 H25

IR組織の
設置状況
（n=762）

専門の担当部署がある
56

（7.4%）
96

（12.6%）

専門の担当部署はないが、
委員会方式の組織がある

77
（10.1%）

132
（17.3%）

IR組織の
体制
（n=762）

専任教員を置いている
16

（2.1%）
25

（2.1%）

人数 IRを研究の対象としている 26

IR研修会等の参加者 4

その他 18

専任職員を置いている
44

（5.8%）
67

（8.8%）

人数 IRプログラムの受講者 7

IR研修会等の参加者 74

その他 70

出所： 文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室（2015）、pp．61。
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3. 日本におけるIRの現状～主要業務等～

項目 H23 H25

自己点検評価に必要なデータの収集や分析等、自己
点検評価に関連する業務

42
（5.5%）

59
（7.7%）

認証評価機関への報告書の作成や必要なデータの収
集等、認証評価に関連する業務

41
（5.4%）

54
（7.1%）

学生の学修成果の評価のためのデータ収集、評価の
実施・分析

21
（2.8%）

45
（5.9%）

学生、大学教員、大学職員に関するデータ収集、分析
17

（2.2%）
45

（5.9%）

学生の学修時間の把握のためのデータ収集、分析
11

（1.4%）
43

（5.6％）

その他の評価（国立大学法人評価やその他の第三者評価等）
に必要なデータの収集等、その他の評価に関連する業務

30
（4.0%）

42
（5.5％）

学内の意思決定に資する提案書の作成
22

（2.9%）
27

（3.5%）

出所： 文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室（2015）、pp．62。
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3. 日本におけるIRの現状～個別業務等～

出所： 大学評価コンソーシアムが発刊（H26～）している情報誌「大学評価とIR」掲載論文から抽出。

URL： http://iir.ibaraki.ac.jp/jcache/index.php?page=lib

 ファクトブック、データ集等の作成

 IRオフィスの立ち上げ、運用ルールの策定等に関する支援

 データベースの設計、構築、運用等の支援

学生の成績（GPA）推移、就職情報等の分析
大学運営における指標やKPI設定、活用の支援

授業アンケート等の分析による教育改善支援

留年、中退、退学に係る要因分析、予測モデルの構築

 BIツールの活用、可視化の支援
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3. 日本におけるIRの現状～国立大学の例～

出所： 嶌田・藤原・小湊（2016）、pp．297。
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3. 日本におけるIRの現状～情報基盤とアクセス～

出所： 東京大学（2014）、pp．48。

多くの大学（73.1～93.1%）では、全学の

データを収集・蓄積する業務ベースの仕組
みを有している。

IR担当者がデータにアクセスできる権限は
極めて低い（6.2～14.3%）。

14



4.日本におけるIRの深化に向けて～情報基盤～

Access to Success
Achieving the Dream
Aspen Prize for Com.Col Exc.
Completion by Design
Complete College America
Consortium for Std. Ret. Data Exch.
The Equity Scorecard
N. Col. Athletic Assoc. Ed. And RD
N. Com. Col. Benchmark Project
Predictive Analytics Rep. 
Framework
Student Achievement Measure
SREB Data Exchange
Transparency by Design
Vol, Frame. Of Accountability
Vol. Institutional Metrics Project
Vol. System of Acc. Col. Portraits
WICHE Multi. Long. Data Exchange

機関レベル 任意の取組 国レベル

独自開発の統合型DB（九大、神
大、山大、明治大など）
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https://nces.ed.gov/ipeds/
https://nces.ed.gov/ipeds/
https://www.bing.com/images/search?q=national+student+loan+data+system+logo&view=detailv2&&id=521D1EBF1450183E782C7C9CC17B4073BE1CFF7F&selectedIndex=3&ccid=HLk4pSHb&simid=608047433220621843&thid=OIP.M1cb938a521db3dea198c59e4456bbbf1H0
https://www.bing.com/images/search?q=national+student+loan+data+system+logo&view=detailv2&&id=521D1EBF1450183E782C7C9CC17B4073BE1CFF7F&selectedIndex=3&ccid=HLk4pSHb&simid=608047433220621843&thid=OIP.M1cb938a521db3dea198c59e4456bbbf1H0
http://top.univ-info.niad.ac.jp/
http://top.univ-info.niad.ac.jp/
https://iris.irnw.jp/
https://iris.irnw.jp/
http://www.sra-tohoku.co.jp/pkg/IR-Plus/index.html
http://www.sra-tohoku.co.jp/pkg/IR-Plus/index.html


4.日本におけるIRの深化に向けて～体制・機能（１）～
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目的と聴衆

改善に向けた
形成的・内的性質

説明責任に向けた
総括的・外的性質

組織
的役
割と
文化

行政的・組織的 情報精通者としてのIR
（IR as information authority）

スピンドクターとしてのIR
（IR as spin doctor）

学問的・専門的 政策分析者としてのIR
（IR as policy analyst）

学者・研究者としてのIR
（IR as scholar and researcher）

テクノロジー
知識経営者としてのIR（※）
（IR as Knowledge manager）

※Volkwein(1999)にSerban (2002)が新たに追加したもの。

・The four faces of Institutional Research（Volkwein, 1999）
→その時々の要請に応じて、IRが使い分ける顔（または振る舞い）
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4.日本におけるIRの深化に向けて～体制・機能（２）～

出所： 大学評価コンソーシアム「大学評価担当者集会2015」全体会資料、スライド３。

URL: http://iir.ibaraki.ac.jp/jcache/documents/2015/acc2015/conference/h27-0827_asano_4faces_ppt.pdf
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4.日本におけるIRの深化に向けて～体制・機能（３）～

情報精通者としてのIR
・58.9％
・ファクトブック、大学評価等
の根拠資料等の収集など

・データ定義が不統一、各種
データの所在が不明確など

政策分析者としてのIR
・26.2％
・高等教育政策の動向把握、
目標や指標等の設定など

・適切な数値目標等の設定、
必要なデータの収集など

スピンドクターとしてのIR
・19.6％
・学内調整、各種分析集や
報告書の作成など

・分析結果の活用、数値目
標等の設定が困難など

学者・研究者としてのIR
・11.2％
・学生調査の企画・設計・分
析・報告など

・分析すべきデータの特定、
学部・研究科の協力など

出所： 浅野（2015）を参照して作成。

URL: http://iir.ibaraki.ac.jp/jcache/lib/docu/004_h2712/004-h2712-05_asano.pdf



5.まとめ～IRの共創に向けて（１）～

URL: http://oir.harvard.edu/
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5.まとめ～IRの共創に向けて（２）～

URL: http://www.harvard.edu/about-harvard/harvard-glance/endowment
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5.まとめ～IRの共創に向けて（３）～

• IRにとって、データは全ての出発点。データを意味ある情報に

変換するためには、目的に応じて体系化する必要があり、その
手段として、データベースを整備していくことが重要となってくる。

• しかしながら、データベースがあれば、全てがうまくいくとは限ら
ない。肝心なことは、学内に散在するデータの特性を理解し、
手動でもよいので、まずはこれらを統合して分析等に活用する
ことから始め、「情報精通者としてのIR」の顔を確立すること。

• IRに対して過度な期待が抱かれているが、IRの役割は課題を

明らかにすることであって、解決することではない。課題解決や
改善は執行部および教員が行い、それを支援するのがIRの役
割であるという認識を醸成していくことも必要。

情報収集 統合･分析 計画立案 施行支援
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5.まとめ～IRの共創に向けて（４）～

【ホームページ】
URL: https://ir.yamagata-u.ac.jp/ キーワード: 山形大学 OIRE

【参考】山形大学の取組

https://ir.yamagata-u.ac.jp/


【参考文献・参考資料】
• Association for Institutional Research(2016), “National Survey of Institutional Research Offices”.
• Fincher, C.(1978), Institutional Research as organizational intelligence, Research in Higher Education, 8(2),

pp.189-192.
• Howard, R.D; McLaughlin G.W.; Knight W.E. and Associates（2012），The Handbook of Institutional

Research，Association for Institutional Research，Jossey-Bass Inc.
• Saupe, J. L. (1981). The functions of institutional research. Association for Institutional Research . Retrieved

from http://eric.ed.gov/?id=ED207443
• Serban, A. M.（2002），KnowledgeManagement:The “Fifth Face” of Institutional Research，New Directions

for Institutional Research， No.113，pp.105-111．
• Swing, R. L.(2016)， “Institutional Research Capacity: Foundation of Federal Data Quality”，National

Postsecondary data infrastructure.
• Terenzini, P.(1999), On the Nature of Institutional Research and Knowledge and Skills It Require, New 

Directions for Institutional Research, no. 104, Winter 1999, pp. 21–29.
• Volkwein, J. F.（1999），The Four Faces of Institutional Research， New Directions for Institutional 

Research，No.104，pp.9-19．
• 浅野茂（2015），「「IRの４つの顔」から見える日本の大学のIR像」，大学評価とIR第４号，pp.43-50．
• 浅野茂（2016），「データベースの構築とIRの課題」，高等教育研究第19集，pp.49-66．
• 嶌田敏行・藤原宏司・小湊卓夫（2016），「日米における中規模大学のIR活動に関する事例研究」，名古屋高等

教育研究第16号， pp.287-304．
• 小林雅之・山田礼子（編） ，『大学のIR 意思決定支援のための情報収集と分析』慶應義塾大学大学出版会．

• 東京大学（2014），平成24-25年度文部科学省大学改革推進委託事業『大学におけるIR（インスティテューショナ
ル・リサーチ）の現状と在り方に関する調査研究報告書』．

• 藤原宏司（2015），「IR 実務担当者からみた Institutional Effectiveness ～米国大学が社会から求められている
こと～」，大学評価とIR第３号，pp.3-10．

• 文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室（2015），「平成25年度の大学における教育内容等の改革状況
について（概要）」．

23



ご清聴、
ありがとうございました‼

本報告に対するご意見、お問い合わせは、

以下のメールアドレスまでお願い申し上げます。

e-mail: asano@cc.yamagata-u.ac.jp
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